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今回の発表内容は個人的な見解に基づくものであり、
必ずしも横浜市としての公式なものではありません。



本日の内容

１ 感染症の流行状況

２ 感染症法の位置づけ

３ 新型コロナウイルスの特徴

４ 検査方法

５ 治療方法・ワクチン開発

６ 社会的影響

７ その他









新型コロナウイルス感染症の用語

• COVID-19

• Corona Virus Disease – 19

• SARS-CoV-2

• Sever Acute Respiratory Syndrome-Corona Virus-2







新型コロナウイルスの感染力

•新型コロナ感染症は一般的に飛沫や接触感染により感染し、患

者と濃厚接触した場合は約5％が感染すると報告されています。

•接触時間や接触の程度により感染リスクは異なります。

• 家族内では10-40％

• 一緒に食事した場合は約7％

• 買い物などですれ違った場合は0.6％

•換気の悪い空間や狭い場所ではさらに感染のリスクが高まるの

で注意しましょう。









感染症の予防及び感染症の患者に対する医療に関する法律
（いわゆる感染症法）

感染症分類

・１類感染症（７）

・２類感染症（６）

・３類感染症（５）

・４類感染症（44）

・５類感染症（49）全数、定点把握

・新型インフルエンザ等感染症（新型、再興型インフルエンザ）

・新感染症

・指定感染症



区分 疾病

一類感染症 ・ペスト
・エボラ出血熱
・クリミア・コンゴ出血熱

・痘瘡

・マールブルグ病
・ラッサ熱
・南米出血熱

二類感染症
・SARS
・ジフテリア
・MERS

・結核
・急性灰白髄炎
・鳥インフルエンザ
（H5N1, H7N9)

三類感染症
・腸管出血性大腸菌感染症
腸チフス

パラチフス
コレラ
細菌性赤痢

感染症関連



指定感染症と新感染症

•指定感染症
• 既知の感染症の中で１-３類、新型インフルエンザ等感染症に分類され
ない感染症で、１-３類に準じた対応が必要が生じた感染症

• 政令で１年間に限定される感染症

•新感染症
• 人から人に伝染すると認められる疾病であって、既知の感染症と症状
等が明らかに異なり、その伝染力。罹患した場合の重篤度から判断し
た危険性が極めて高い感染症

• １類感染症と同様の扱い

























PCR検査の対象者は？

• 検査の感度と特異度

• 感度とは患者に対して検査を行った場合、どの程度の割合で陽性となるか？

• 特異度とは非患者に対して検査を行った場合、どの程度の割合で陰性となるか？

• 検査前確率（有病率）

• 検査対象者のうちで、どの程度の割合で患者がいるか？

• 陽性正診率

• 検査で陽性となった者の中で、どの程度患者がいるか？



感度90％、特異度99.9％、検査前確率0.0001（10,000人1人）

COVID-19

+ － 合計

PCR結果
＋ 真陽性 偽陽性 検査陽性数

－ 偽陰性 真陰性 検査陰性数

合計 患者数 非患者数 総 数

陽性正診率＝真陽性÷検査陽性数

陰性正診率＝真陰性÷検査陰性数



社会的影響

•社会経済

•保健医療福祉介護
• 自殺

• 小児虐待、高齢者虐待、DV、DV、

• 他疾患の影響（感染症、非感染症）

• 予防接種、健診・検診

• 介護ケア、福祉ケア

• 医療経営

•教育研究

•差別偏見



まとめ

１ 感染症の流行状況

２ 感染症法の位置づけ

３ 新型コロナウイルスの特徴

４ 検査方法

５ 治療方法・ワクチン開発

６ 社会的影響

７ その他


